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私たちが生活している環境は、
目まぐるしく変化を続けています。
機能性と利便性を追求した結果、
多くの恩恵を受けながら生活を送っています。
しかしながらその反面、
そのメリットと引き換えに、

考えていかなければならない新しいテーマが
あります。
それは、余分な電気を逃がすための
アースという機能です。

この機能は欧米では当たり前の機能として
認識されていますが、
日本においては社）日本電気協会からの
推奨に留まっており、
今後さらに増えるスマートハウスや
オール電化住宅には欠かせない、
技術になることを確信しています。
是非とも、
必要不可欠なアースについて
多くの認知を高めるためにも
製品を生産していきたいと願っております。
どうぞ、よろしくお願い致します。

はじめに
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コンセントとは？

日本の場合は、一般家庭用電源として１００Vの電圧が使われ
ています。コンセントの形は以下の３種類があります。

しかし、住宅のリビングや子供部屋などに設置されているコン
セントは、ほとんどアース端子が付いていない①のタイプです。

そのため、パソコンを設置する際に電源コードに付いている
アース線②や③のタイプの電源プラグを繋ぐ場所がありません。

つまり、家電製品側と建築側にコンセントギャップが生じている
ということなんです。

アース線です。
これを繋ぐ場所
がないんです！
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パソコンの取扱説明書には
必ずアース線を繋いでくださいと記述されています。

4



ゲーム機の取扱説明書には
必ずアース線を繋いでくださいと記述されています。
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これらのコンセントギャップを解決するためには、
新たに電気工事業者に依頼してアース線を敷設して
コンセントをアース付のコンセントに付け替えるしか、
方法はありませんでした。

しかしながら、弊社では「既存のどんなコンセントでもアース
が取れる」という画期的な商品の技術を確立しました。

アースが取れないコンセントでアースが取れる機器の開発

特許第5037741号 特許第4972713号

その技術というのは、そもそもコンセントは右側だけが電圧がか
かっており、左側は電圧がかかっていないという特徴を利用した
特許技術となっています。

これでは、コストがかかりすぎて現実的ではありません。
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開発機器のアース

現在日本の約5700万世帯の住宅のコンセントは、水回り以外には
ほとんどアースが設置されていません。

開発機器のアースとは左側の電圧がかかっていない方(中性線）
を自動で検出し、パソコンとのアース接続をUSB端子で簡単に
アースと同じ効果を出すというものです。

単相二線式 単相三線式

中性線（接地側） 中性線（接側）

東京電力ＨＰより

この線を利用します！

そのために、アース工事をしなくても簡単に自分で取り付けら
れるものが必要だと考えていました。
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具体的な使い方とは

パソコンやゲーム機のUSB端子を利用して、コンセントに接続
した開発機器と繋いで、アースと同じ効果を生み出します。

開発機器

開発機器デザイン

8



内線規程とは (参考資料）

平成１７年９月２５日に、新たに改定された内線規程が社）日本
電気協会から発行されました。今回の改定では、住宅のコンセン
トのアース付が大幅に強化されました。
理由としては、

①今後、介護用医療機器が寝室などで使用される機会が多くな
るため。
②居間でIH器具を使っての調理が増え、また加湿器、小型冷蔵
庫は寝室でも利用されつつある

③アース付は感電防止のほかに、パソコンをはじめ、プラズマテ
レビ、オーディオ、DVDレコーダー等マイコン組み込みの家電製
品をノイズや雷から保護する機能もあるため。
ということから、推奨されています。
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特許証① (参考資料）
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特許証② (参考資料）
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この技術は
パソコンやゲーム機器という範囲だけに留まらず、
さらに多くの家電製品への汎用性が可能です。
例えば、電気毛布や電気カーペットなども、

消費電力が大きい割に、身体の近くで使用するので、
感電を防ぐという意味でも、
この技術は活かされると思います。
また、近年の高気密高断熱を中心に、
省エネルギー政策がとられる中で、

電磁気干渉を起こさないように、社）日本建築学会では、
電磁環境委員会を設置して、

「利便性を追求しながら如何に電気を安全に使っていく
ことができるか」というテーマで研究が始まりました。

是非とも、この技術を実現させるべく経営体制を行って
行けるよう努力邁進していく所存ですので、
是非とも宜しくお願い致します。

汎用性について
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